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新しい年を迎えました。どなたも、平穏なお正月が過ごせたのでしょうか。 

本日実行委員会を開催し、今年の和歌山県母親大会の開催に向けて準備を開

始しました。急速に新型コロナのオミクロン株が広がり始め、大きな不安がよ

ぎる中ではありますが、開催できるよう準備だけは整えていきたいと思います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カジノの是非を問う住民投票を求める署名 有効 20,039 筆を和歌山市長へ提出！ 

 昨年 1 か月の期間で、多くの力を合わせて２万筆の署名を集めました。７日

に代表の方で提出されました。新しいステージに入ったことになります。そも

そも反対の声を上げる段階では、「横浜市のようにはいかないだろう」の声が出

ていたのですから、すごい頑張りです。 

 でも、何も決まったわけではありません。「カ 

ジノは絶対だめ!」の声をもっと広げ続げなけれ 

ばと、地域の方のお誘いで、正月３日、和歌浦 

東照宮前でスタンディングをしました。（Ｓ.Ｎ.） 

 

＊今年から、コラムを新設しました。お楽しみに。まずはＹ会長の弁です。 

 

 

 

 
 昨年 11 月 13日の日本母親大会参加者の感想文は、まだまだ届いています。 
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       新年早々、ここまで来たかのニュースに目が釘付けになった。見出しは

「読売・大阪府包括連携協定」、読売新聞大阪本社と大阪府が情報発信な 

どの分野で連携協定を結んだという内容。大阪府知事は国政政党「日本維新の会」副 

代表だから、読売新聞が維新の広報機関となるのに等しい。ジャーナリズムの役割は 

watch dog（番犬）であり、lapdog（愛玩犬）になってしまってはその役割は期待 

できない。昨年の総選挙前は自民党総裁選に日本中が大騒ぎだった。結果的に自民党 

広報に大きく貢献したはずだ。こんなあざとく狡猾なひとたちが衆院で改憲発議に必 

要な 2/3 を確保し、「台湾危機」を煽って「敵基地攻撃」まで言い出した。 

「日本国憲法は時代にあっていない」、そんなことはない。人権保障は不十分、民主

主義は危機、戦争の危機はそこここに。主権者国民の力を発揮する年としたい。Ｓ.Ｙ. 

 

明日へ 

 



2021 年 武器はいらない 核もいらない  

12.8 母親・女性の平和行動 
  12 月 8 日を中心に各地で多彩な活動を行い、各組織内での配布行動も含め、

35行動の取組みになりました。 

伊都では新婦人主催の原爆写真展で配布をおこないました。スーパーマーケ

ットでの手配り(日高)、住宅地などの地域へのポストイン(伊都・海草)をした

所もありました。西牟婁では、13 名が 4地区に分かれてポストインに取り組み、

道で出会った人に手渡ししながら、対話もしました。和歌山市では、市役所前で

配布し、弁護士 9 条が行うランチタイムに合流しました。東牟婁では、新婦人

班の協力を得て、地域配布を行いました。 

特に、今年の新しい取り組みとしては、那賀で「憲法カフェ」が開催され、コ

ロナ禍で集まりや行動が制限されがちですが憲法改悪を許さないよう頑張ろう

と話し合いました。また、有田では学校前で、朝から高校生と先生へ赤紙手渡し

をしました。「へー知らなんだ」「マジ!?」「真珠湾攻撃やな」などの率直な反応

もありました。 

県母連は、ＪＲ和歌山駅前で、国賠同盟も皆さんとマイク宣伝をしながらち

らし配布を行いました。みなさん、ごくろうさまでした。 
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 昨年 11月 13日の第 66回日本母親大会 in沖縄の参加者感想文を掲載します。 

 

＊オンライン形式について 

＊オンラインの事前集録だからこそ講演に字幕があって、理解を助けられました。多分

字幕がないと、難しいお話になったと思います。オンラインの良さですね。 

 

＊全国大会には初めての参加です。ZOOM だから参加できたと思えます。たくさんの

方が集まる姿がないのは寂しいですが、こういう形でも開くことは大切だと思います。 

 

＊全体会の内容について 

＊琉球舞踊をゆっくり鑑賞できて良かったです。普段の生活には、機会がありません。 

 県内各地を訪れる見学分科会ができなかった代わりに、遺 

跡や現地の運動の様子が映像で紹介されて、興味深く視聴 
しました。 

 
＊弁護士仲山忠克さんの講演はすばらしく、憲法９条改憲 

阻止へ、さらに、微力ながらも活動していきたいです。自衛隊を災害救助隊に変えよ！ 

そのためには、現政権を後退させたい。その想いが、ますます強くなってきました。 
 
＊今の日本は、日米安保条約で守られていると、全国民の大半が思っている。日頃なん

となく思っているが、本当のことを周りの人に広げていくことが大事だと思います。 
 また、日米安保条約は、戦争を前提とした条約であることが改めて分かりました。基

地化が沖縄沖縄本島だけでなく、各島々に及んでいることがよくわかりました。どの

ようにしたら、沖縄の闘いを本土の人に分かってもらえるのでしょうか。久しぶりの

日本大会を体験でき、刺激を受けました。 

 

＊仲山先生の話、とても勉強されていて、知らないことばかりでした。先生の原稿を本 
にしたら…。いろんな人に聞いてもらいたい内容でした。 
「女性は、平和運動の先頭に立つ」 理想を実現するためには、

賛同者を多く集め、私たちも声を上げていかなければと実感

しました。コロナが収まったら、現地へ平和ツアーに行きた

いです。沖縄の辺野古への移設反対運動に、多くの人が全国

から参加して政府の暴走を止めないと、新基地が実現してし

まう。沖縄だけでは、本当に止められない状況に腹が立つ。 

第 66 回日本母親大会ｉｎ沖縄  感想文より② 
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＊およそ 20 年ぶりの大会参加になりました。記念講演では、仲山弁護士の平和への熱

い思いが伝わってきました。基地こそ諸悪の根源だと思いました。どんな戦争でも、

許される戦争はないのです。 

 エイサー、舞踊、沖縄の闘い、今の沖縄が分かり、大変良かったです。 

 

＊今日の運動は、各地域から生の声の闘いがたくさん報告され、良かったです。沖縄の

闘いにエールです。沖縄舞踊を生で見られなかったのが残念です。きれいでしょうね。 

 記念講演の内容を文章でみたいです。 

 

＊多くの県民が亡くなった土地柄、「命どぅ宝」の言葉の重みを感じさせる講演内容で

した。仲山先生が引用された「後に残るものを信じて走れ」のように、私も、頑張っ

ていこうと思いました。 

 

＊沖縄に行きたくなりました。美しい海と風に吹かれたい！ 基地の映像の時、いつも

の映像を流してくれたら良かったと思います。すご 

い音にびっくりします。沖縄の人たちが、いつもあ 

の爆音を聞いていることを知ってほしいです。沖縄 

は本当にいつも大変…。基地はいらないって！! 

 
 

Donatademosannkadekimasu. 
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〇どなたでも参加できます。県男女共同参画センターの人の話を聞いてみませんか。 

  

 

 


